
である｡それに対し,(30)は,r酒を飲みたいという欲求

をコントロールする｣ くらいの意味で.動作そのもの

を抑制するということではない｡

つまり.｢こらえる｣はあくまで ｢動作｣を抑制する

ことであって,その動作を起こす要因となっているも

のは主体には抑制できない状態にある｡それに対して,

｢がまんする｣は動作を起こす要因そのものをコントロ

ールすることである, といえる｡

｢がまんする｣の主体が基本的に人間に限られるとい

うことも,｢忍耐の対象 とする｣｢妥協する｣｢コント

ロールする｣という意味をもつ語だからであるといえ

よう｡

4.まとめ

以上の分析か ら,｢たえる｣｢こらえる｣｢がまんす

る｣の意味特徴は,次のようにまとめられよう｡

｢たえる｣

外からの圧力に対抗 し.主体自身の状態を変化さ

せないでいること｡

｢こらえる｣

主体の意志に関係なく起こる主体内の状況によっ

て,主休が不本意な動作を起こさないようにする

こと｡

｢がまんする｣

｢とおる｣｢すぎる｣｢ぬける｣

1.はじめに

本稿では, 日本語の ｢とおる｣｢すぎる｣｢ぬける｣

三語を取 り上げて,これらと対応すると思われる中国

語語袋を比較分析 してみたい｡ここで分析するに際し

て,移動の場合に限って進めていきたい｡｢盛 りをすぎ

る｣｢舟がとおる｣｢栓がぬける｣などの用法に今回ふ

れないことにする｡

日本語の ｢とおる｣｢すぎる｣｢ぬける｣に関する記

述及び意味論研究については,森田1977,柴田絹1979,

国広絹1982,杉本1984等を参考にした｡

2.辞書の紀述

まず,r日中辞典J,r新 日洪辞典Jの記述をみよう｡

ここは,やはり移動に関するもののみを掲げる｡

状況を不本意ながら受け入れて,その状況を維持

すること｡

く注 1〉 r新明国Jで用例にあげられている,｢け

がの痛みをたえる｣も,若干なじみにくいが.過

格な文であろう｡しかし,ここでは扱わない｡

く注2〉 対象として｢Sノ｣が不自然な場合も多い｡

(81)<周岡から笑われるのを たえる｡

(82)'周囲から笑われるのを こらえる｡

(83)'周囲から笑われるのを がまんする｡

(34) x両親から怒られるのを たえる｡

(89x両親から怒られるのを こらえる｡

鵬 '両親から怒られるのを がまんする｡

く注3) 3.2.で ｢こらえる｣の自動詞的な例とし

た(7)でも,この意味は保たれていて,｢がまんす

る｣といいかえることはできない｡

(37) (千代の富士に土俵ぎわまで押された朝潮

が)土俵から外へ出ないように こらえる｡

(88)A(千代の富士に土俵ぎわまで押された朝潮

が)土俵から外へ出ないように がまんする｡

言語経歴 :1957年 6月 千葉県市川市生 現

在に至る｡

(束京都立大学大学院学生)

と中国語語桑との対照

閣 小 味

｢とおる｣に対応する中国語語桑が次のようである｡

｢過｣｢通過｣｢穿過｣

｢すぎる｣に対応する中国語語桑が次のようである｡

｢過｣｢通過｣｢経過｣｢趨過｣

｢ぬける｣に対応する中国語語菜が次のようである｡

｢過｣｢通過｣｢穿過｣

さらに,以上掲げられたいくつか,中国語の動詞の

意味記述をみよう｡

｢過｣ 従一個地点或時間移到男一個地点或時間,

経過某個空間或時間｡(ある所.あるいは,時

間から,他の所,時間へ移動する｡ある空間,

あるいは時間を経過する｡)

｢通過｣ 従一端或一側到男一端或男一例｡(ある一

端,こっち側から,他の一端,向う側に至る)
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｢越過｣ 経過中間的界限,障碍物等由一辺到芳一辿

(途中の限界線,あるいは,障害物を経過し

て.こっち側から,向こう側に至る)

｢穿過｣ 通過 〔礼 臥 空地等〕(穴.隙間,空地等

を通過する)

｢経過｣ 通過 〔処軌 時間,動作等〕.(通過する〔場

所,時間,動作〕)

3.分析

3.1. ｢とおる｣と ｢過｣｢通過｣｢穿過｣

森田1977では.移動の ｢とおる｣を二つに分けてい

る｡その一つは ｢通路の中を,それに沿って向こう側

へと移動し.抜けること｣とし,もう一つは,｢特定地

点,領域を経由して向こう側へと抜ける｣としている｡

(p.31)

3.1.1. 通路をとおる場合

まず例をみよう｡(以下中国語の訳は,直訳としては

できない場合.×にする)

(1) 道を とおる｡

(2)x過鴇路｡

(3)x通過馬路｡

(4)1穿過馬路｡

(2X3X4)の ｢過｣｢通過｣｢穿過｣は,｢わたる｣という

意味しか取られない｡

(1)の例の場合,通路に沿っての移動で,出発点,刺

乱寛が意識されない時には,中国語の｢過｣｢通過｣｢穿

過｣いずれも使えないのである｡(注1)

図 1

(5) 汽車が トンネルを とおる｡

(6) 火車過随道｡

(7) 火車通過随道｡

(8) 火事穿過随道｡

(9) 橋を とおる｡

(川 過橋｡

(川 通過橋｡

(Iax穿過槍｡

(19 商店街を とおる｡

(川 過商店街｡

(19 通過商店街｡

(10 穿過商店街｡

(川船が 海峡を とおる｡

(10 船過海峡｡

(19)船只通過海峡｡

(細 船只穿過海峡｡

(5)から伽の例をみよう｡ トンネル,檎.商店街,港

峡などは,あるきまった長さをもつ通路になっている｡

こういう通路に沿って,移動する場合には,｢とおる｣

と中国語の ｢過｣｢通過｣｢穿過｣とは,.ほとんど同じ

く使われる｡ただし,(12)の例は,橋の下をとおるとい

うことになっていて,通路と交差する意味である｡

以上の(5)から(細までの例を図で示すと,次のようで

ある｡(例文12を除く)

図2

｢とおる｣の移動は,通路に沿って移動することであ

るが,中国語の ｢過｣｢通過｣｢穿過｣は,果てのある

通路に拾って移動するに限られている｡

3.1.2. 経由点を通過する｡

これから,ある特定地点,領城を経由して向こう側

へと移動する場合を考えてみよう｡

Cl)校庭を とおる｡

捌 過校園｡

¢3通過校閲.

朗穿過校閲｡

(姻 飛行機が この町の上空を とおる｡

(約 7飛機過退座城市的上空｡

C7) 飛機通過遥座城市的上空｡

(紬 飛機穿過遥座城市的上空｡

捌 部隊が 抄漠を とおる｡

(30 部隊過沙漠｡

(31) 部隊通過沙漠｡

(39 部隊穿過抄漠｡

彬本1984によれば,｢その領域に方向性が認められ

ない場合,あるいはその方向性に従わずに移動する場

令,領域外部の二点の存在が想定され,そしてこの領

域外部の二点の存在によって,その領域は経由点と解

釈される｣(p.10)

¢雄瀬棚相継0(31X32)｢過｣｢通過｣｢穿過｣を用いた文

ち,上と同様な用法をもつと考えられる｡ただし,価)

の例は,飛行機が飛ぶ動作で,｢とおる｣には,その動

作も含まれていると考えられる｡一方,伽の例は,中
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国語 ｢過｣の前に ｢飛｣という字を入れないと,朗の

訳文になれない｡

図3で.Cl)から(32)までの例を示す｡

図3

- 0 -

(細パスが 駅前を とおる｡

(34) 汽車従車貼前面過｡

(39 汽車従車姑前面通過｡

(30'汽車従車貼前面穿過｡

(37) 改札口を とおらなければ,外へは出られな

い｡
(39 不過労采口出不去｡

(40 不通過労辛口出不去｡

(41)'不穿過労栗口出不去｡

(42) 箱根の関所を とおらなければ,江戸にはい

けない｡

(4却 不過箱根関口就去不了江戸｡

(44) 不通過箱根関口就去不了江戸｡

(497不穿過箱根関口就去不了江戸｡

伽)の駅前,(38の改札口,(4分の開所のような点的に肥

えた場合でも,中国語の ｢過｣｢通過｣は,｢とおる｣

と同 じ用法があるが,｢穿過は,使いにくくなる｡朋

は,もし駅前を駅前の広場に言いかえれば.｢穿過｣は

使える｡

(40 汽車穿過串貼前的広場｡

(41)と(49の場合,どうしても点的に肥えることになっ

ているから,｢穿過｣は使いにくいのであろう｡

3.2. ｢すぎる｣と ｢過｣｢通過｣｢経過｣｣趨過｣

はじめの所で見たように,｢すぎる｣と対応する中国

語は,｢過｣｢通過｣｢経過｣｢趨過｣になっている｡こ

れから,｢すぎる｣と以上掲げた四つの中国語とを比較

分析していく｡

杉本1984では.｢すぎる｣の移動は次のように説明さ

れている｡｢NPlによって指示されるものが,NP2によ

って指示される領域の外部から内部に移動し,再びそ

の外部に移動する｣

以下では,この記述に従って分析を進める｡まず例

をみなから.｢すぎる｣と｢過｣ ｢通過｣｢経過｣｢超過｣

を比較してみたい｡

(㈹ 本屋の前を すぎる｡

(畑 従酋店前而過｡

(4g) 通過書店前面｡

(50 経過番店前面｡

(5XIx越週番店前面｡

伍ZI 市街地を すぎる｡

(53)過市区｡

(54) 通過市区｡

(55) 経過市区｡

(50∫趨過市区｡

(58 交差点を すぎる｡

(5母 過十字路口｡

(59 通過十字路口｡

(60 経過十字路口｡

(61)x趨過十字路ロO

(62) 横浜を すぎれば東京はもうすぐだ｡

(63) 一過横浜,馬上就是東京了｡

伽)'通過横浜.馬上就是東京了｡

(65) 経過梼沢,鴇上就是東京了｡

¢6)x越過横浜,馬上就遵東京了｡

以上の例を見たように,TすぎるJの移動する細城と

いうものは,広さのある市街地でも,交差点というよ

うなものでも,ほとんどかまわない｡そして,中l軌折

の ｢過｣｢通過｣｢経過｣も同様であるO図4で,示し

ておく｡

図4

〇=

ただし,(51X56X6lX66)では,｢避退Jが使えないことがわ

かる｡

｢越過｣には辞書の記述にもあったように,障苔.物を

経由するというニュアンスがあるが,本屋の前,市街

地,交差点.駅といったものは,障害物としてとらえ

られないためであろう｡

即) 峠を すぎる｡

6B) 過山崎｡

郎) 通過山崎｡

(70) 経過山崎｡

(71) 趨過山崎｡

(67)の峠のように,障害物と.とらえられるものであ

れば,｢趨過｣を使うことができる｡

次は,アスペクトの観点から,｢すぎる｣の特徴をみ

てい二つ｡

(72) 飛行機が A国の領空を すぎている｡

伸 汽車が A鉄橋を すぎている｡

(72)の場合は,飛行機がすでにA国の領空を出た状態
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であり,U3)は,汽車がA鉄橋の上を走って移動するこ

とではなく,汽車がもうA鉄橋をわたり,向こう側に

いることを表わしている｡つまり,｢すぎている｣の形

は,移動の動作が継続している状態を表さず,すでに,

ある領域,地点を移動する戯作が完了したその結果,

あるいは状態を表わすものである｡すなわち,動作の

主体は.領域の外側にいるのである｡したがって.｢す

ぎる｣は瞬間動詞の特徴をもっている｡図5や72m)の

状況を示す｡

図5

すぎている-∈ ∃志しかし,中国語の ｢過｣｢通過｣｢

経過｣｢趨過｣のいずれも,動作が進行中であるこ

とを表わすことができる｡次に,｢過｣｢通過｣｢経過｣｢

趨過｣の前に ｢正在｣という動作の進行中を表わす副詞をつけ

て,例文をみよう｡伽) 飛機正

在 (飛)過A国領空｡仔9 飛

機正在通過A国領空｡UO 飛

機正在経過A国領空｡耶)?飛

機正在趨過A国領空｡け8)

火車正在過一座鉄橋｡(79) 火

車正在通過一座鉄輸｡(醐 火

車正在経過一座鉄橋｡剛) 火

車正在越過一座鉄橋｡糾)から(81)までの例を図6

で示しておく｡図6-王立･;･;
-i;空Ii '･蒜以上分析してきたように,｢す

ぎる｣は,瞬間動詞の特徴をもっている所では,中国語の ｢

過｣｢通過｣｢趨過｣と,大きな違いがみ

られる｡(注2)3.3. ｢ぬける｣と ｢過｣

｢通過｣｢穿過｣杉本1984では,｢ぬける｣は ｢N

Plによって指示されるものが,NP2によって指示さ

れる領域の内部から外部に移動する.Jと記述されて

いる｡(p.10)以下,この特徴を中心として,

｢ぬける｣の中国語の｢過｣｢通過｣｢穿過｣との比按分析に入っていく｡

(紬 森を ぬける｡

683) 過森林｡

帥 通過森林｡

鯛 穿過森林｡¢6) 奄串が

トンネルを ぬける｡0

7) 鑑気火串過隠遁｡鵬

)屯気火串通過隠遁｡(89

)奄気火車穿過隠遁｡伽) 人込みを ぬける｡

(91) 過人群｡

(92)通過人群｡

舶)穿過人群｡

糾 衣道を ぬける

｡(姻 過小路｡

(96)通過小路｡

抑 穿過小路｡(82X86X90X94)の例は,みなある領

域の外部へ移動することと考えられる｡そして,(83蜘旭軸7X8柵9X91X92X9

3X9鮒6)(97)の例のように,｢過｣｢通過｣｢穿過｣をいずれも

使うことができる｡国広1982では,｢ぬける｣につい

て.｢移動主体の周辺には何かが迫っている｡それは

狭い場所であったリ,人や物の群であったりする｣と

指摘されている｡中国語の ｢過｣｢通過｣｢穿過｣の場

合,以上の例をみたように,｢ぬける｣と同じ用法があるものの,

その差も出てくる｡㈱ 心の例をみよう,森とい

う領域の外部へ移動することで,森の中に道があるか

どうか,ということには関心がない｡しかし(8分の場合

,森という領域の外部へ移動するに際して,なにかの

稚関を克服することが必要に思われたり,森の中に道

がなく,辻余曲折しながら,やっと森を出たというイ

メージが頚にうかんでき

たりするものである｡(91X92)の場合では,入込の密度

については,制約がないこと,あるいは,ある程度の

秩序があることを予想されるが,(93)の場合では,入込

の密度が高く,無理に人をかきわけながら進むというこ

とがイメージされる｡あるいは,入込の隙間をみながら進むという

ニュアンスがある｡それから,(95X96)の例をみよう

｡裏道があって,そこを移動することだけであるが,即

)の場合では,二つの読みができる｡◆一つは,裳道が

目的地まで表遣りより近いこと,すなわち,近道であ

ること,もう一つは,人目をこわがって,表通りより婁道のほう

が安全であること｡(9g) はや く 姦道を ぬける｡

朗)快点過遥



(叫 快点通過遥条′ト路｡

糾 快点穿過遥条′ト路｡

(102) ゆっくりと 薬道を ぬける｡

(tO3) 慢々地過遥条小路｡

¢叫 憤々地通過遥粂小路｡

㈱ '慢々地穿過遥粂小路｡

以上の例では.｢ぬける｣は,ある領域の外部へ移動

するに際 して,そのはや さと関係がないようであるが,

中国語の ｢過｣｢通過｣も ｢ぬける｣と同 じである｡た

だし,｢穿過｣のほうは,できるだけ早 く移動すること

が望ましいようである｡目的地 まで, もしい くつかの

道があるならば,近道 とか姦通を移動することが,｢穿

過｣にふさわしいようである｡

(M) 弾丸が 胸から 背中- ぬけていた｡

(叫 ?子弾過了胸腔｡

(l叫 '子弾通過了胸腺｡

(叫 子弾穿過了胸腺｡

¢叫 光が 壁の隙から ぬける｡

(m)x灯光過噂随｡

(LIZ)x灯光通過増随｡

(n3) 灯光穿過噂随｡

ここの(lqtl叫(Ll0Xl13)を見ると, ｢ぬける｣と｢穿過｣とは,

ある領域の中を移動する時,通路,あるいは,経過がな

くても,移動主体が常に外部,周囲からの圧力に対 し

て,抵抗 した り.避けた りして,領域の外側へ出る栂

極性 をもっている｡

次に ｢ぬける｣ と ｢過｣｢通過｣｢穿過｣の動作性に

ついてみよう｡

011) 森を ぬけている｡

ここは,すでに森の外側にいることを示 している｡

つまり,｢ぬけている｣は ｢すぎている｣と同じように.

瞬間動詞の特徴 をもっていて,進行中の動作を表せな

いものである｡一方,中国語の ｢過｣｢通過｣｢穿過｣

のいずれも,進行中の動作を表すことができる｡

(lIS) 正在過一片森林｡

(116) 正在通過一片森林｡

㈹ 正在穿過一片森林｡

4.結び

以上の分析 を表でまとめてみる｡

とおる 過 通 過

穿過通路の中をそれに沿って移動する ○

× × ×長さをもつ通路の中を移動す

る ○ ○ ○ ○通路 と交差する形

で移動する ? ○ ○ ○ある特定地点､領域を経由
して向こう側へ移動する ○

○ ○ ○すぎる 過 通過 経過 地過主体はある領域の外部

から内部に移動し再びその外部に移動する ○ ○

○ ○ ×移動する領域は､障害物ととらえ

る場合 ○ ○ ○ ? ○｢すぎる｣は,瞬間助詞の特徴 をもっている所では

,中国語の ｢過｣｢通過｣｢経過｣｢趨過｣ と追

っている｡ぬける 過 通過 穿過ある領域の内部か ら
外部に移動する ○ ○ ○ ○

通路のない､ある領域の内部か ら､外部に移動す

る ○ 7 ? ○移動のはや さとの関
係

○ ○ ○ ?｢ぬける｣は,瞬間動詞の

特徴 をもっていることでは,中国語の ｢過｣｢通過

｣｢穿過｣ と違っている｡く注1〉 筆者

は,北京旅遊学院で, 日本語を専攻とする二年生に ｢道をとおる｣を中国語の訳を

もらい,さらに図を啓いてもらっ



③ 過馬路｡

通過馬路｡

穿過馬路｡

(道をわたる)

二 二二 ≠ 二二

く注2〉 筆者は.例文け2X73)の中国酷訳を,11人の

中国人にしてもらった｡(11人は,北京大学大学

院の院生で,日本語を第二外国語として,3年間

ないし9年間ほど勉強してきたものである)調査

の結果をいうと,｢すぎている｣を,移動動作の進

行中だと訳した人は,10人であった｡すでに移動

動作が完了し,結果として,動作の主体が移動す

る領域の外側にいる状態だと了解した人は, 1人

しかいなかった｡つまり,11人の中,10人ほど,

仔2X73)(図5)の状況を,伽)から01)まで (図6)の

状況だと考えたわけである｡

言語経歴 :1953年4月から1983年 2月まで中

国西安市 1984年 4月まで横浜市

神奈川区 現在東京都目黒区

(東京都立大学大学院学生)

ふく(秩)･ぬぐう

1.はじめに

小論でとりあげる｢ふく■｣｢ぬぐう｣については,徳

川 ･宮島1972(p.342)で次のように記述されている｡

｢ふく｣｢ぬぐう｣それほど大きなちかいはなく,

｢汗を (ひたいを･よごれを･机を)～｣などに

ついて,｢ふく｣｢ぬぐう｣どちらも使える｡ただ

し,どちらかといえば,｢ふく｣は.ひたい ･机な

ど,きれいにされるもののほうに,｢ぬぐう｣は,

汗 ･よごれなど,とりきられるもののほうに,亜

点がある｡それで,ひろい場所の全部を対象とし

て,｢ろうかをすみからすみまでふく｣のようなば

あいには,｢ぬぐう｣よりも ｢ふく｣が適当だ｡

【文体】｢ぬぐう｣は文章滑的｡

また,柴田絹1976(p.111-112)では,｢ふく｣を｢と

ぐ｣(研)｢みがく｣(磨 ･研)と比較し,｢さっと一息

に.つまり片道運動によってフキ取る｣｢対象物とは別

の物を取り除 く｣｢対象物がよごれていない状況にす

る｣としているが,｢ぬぐう｣について具体的な意味分

析をおこなっているものは見当たらない｡

小論では,これまで比較されることのなかった ｢ふ

｣

○

く

つヽ

と ｢ぬぐう｣の二語について,意味分析をおこな

2.辞書の妃述

r日本国語大辞典Jでは,｢ふ く｣｢ぬぐう｣は次のよ

うな記述がなされている｡

仲 野 智

｢ふく｣ 布･紙などでよごれなどをふきとる｡

ぬぐう｡

｢ぬぐう｣ ①ふいてきれいにする｡こすって除

く｡ふきとる｡ふく｡

②恥 ･汚点などを消し去る｡きよめ

る｡そそぐ｡

｢.i,く｣｢ぬぐう｣が互いの意味の説明のために使わ

れていることと,2.に当たる用法が ｢ぬぐう｣にしか

見られないことに気付く｡この点については,他の辞

啓でも大差はない｡

3.分析

3.1. 動作の主体

(1) 太郎が 顔を ふく｡

(2) 太郎が 顔を ぬぐう｡

上のように両語とも人間を主休とする｡人間以外の

ものでは,

(3) マストの突端の日章旗が星をぬぐうようには

ためいて･･-･

(石川達三 ･蒼堀)(r学研国語大辞典Jより)

のように非情物を主休 とした用例も見られるが,そ

れらは擬人的な用法と考えるべきであろう｡したがっ

て,｢ふく｣｢ぬぐう｣ともに動作の主体は,人間また

はそれに準じるものと考える｡

3.2. 動作の対象

- 20-


	nihongo kenkyu 8

